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論文審査の要旨（400字以内） 
【目 的】日本人全身性エリテマトーデス（SLE）患者の健康関連 QOL を
Medical Outcomes Study Short Form-36（SF-36）を用いて評価し、その信
頼性を検証し、1 年後の経時的変化を明らかにし、SLE 各指標との関連を検
討する。【方 法】2年連続で当科通院中・入院中の SLE患者に対し、SF-36
等からなるアンケートを施行し、同時に疾患活動性の指標（SLEDAI-2K）や
臓器障害の指標（SDI）等の評価を行ない、関連について解析した。【結 果】
233例について検討。SF-36の各下位尺度の信頼性・再現性は十分であった。
1年目の「体の痛み」以外の各下位尺度と身体的側面のサマリースコア(MCS)、
精神的側面のサマリースコア(PCS)はすべて日本人国民標準値と比較し低値
であった。１年目の SDI は「活力」と MCS 以外のすべての下位尺度と PCS
に相関を認めたが、SLEDAI-２Kは相関を認めなかった。2年目において「社
会生活機能」とMCSは SDIまたは SLEDAI-２Kのスコアが増悪した患者に
おいて悪化した。 【結 論】本邦 SLE 患者において SF-36 の信頼性は十分
であった。SF-36 にて評価した SLE 患者の QOL は日本人国民標準値と比較
し低値で、疾患活動性よりも臓器障害と関連を認めた。以上、多数例を用いた
アンケート調査であり、貴重な論文であると判断する。 
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